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ず
い
ぶ
ん
ご
無
沙
汰
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
諸
事
情
に
よ
り
、

港
湾
空
港
ニ
ュ
ー
ス
香
川
が
発

行
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
再
開
に
こ
ぎ
着
け
ま
し

た
。
ま
た
定
期
的
に
、
皆
さ
ん

に
当
事
務
所
関
連
の
お
知
ら
せ

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

さ
て
タ
イ
ト
ル
に
も
書
き
ま

し
た
と
お
り
、
高
松
港
朝
日
地

区
耐
震
強
化
岸
壁
の
整
備
が
大

詰
め
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
今

年
度
上
半
期
ま
で
に
、
上
部
工
、

防
舷
材
、
係
船
柱
な
ど
の
整
備

を
終
え
、
後
は
岸
壁
背
後
の
埋

め
立
て
と
舗
装
を
残
す
の
み
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
度
内
に
、

そ
れ
ら
の
整
備
も
完
了
さ
せ
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
の
影
響
で
、
人
々
の
地
震
・ 

   

津
波
に
対
す
る
関
心
が
こ
れ
ま

で
に
な
く
高
く
な
っ
て
お
り
、

こ
の
耐
震
強
化
岸
壁
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
な
場
で
説
明
を
す
る

際
に
も
「
え
、
こ
れ
ま
で
高
松

港
に
は
耐
震
強
化
岸
壁
が
無
か

っ
た
の
か
？
」
と
驚
か
れ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

先
の
震
災
に
お
い
て
も
、
港

湾
が
地
域
の
復
興
に
お
い
て
極

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ

と
は
皆
さ
ん
ご
承
知
の
通
り
で

す
。
震
災
は
起
こ
ら
な
い
に
越

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

地
震
国
日
本
に
お
い
て
は
そ
れ

が
起
こ
る
こ
と
を
前
提
に
備
え

を
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。我
々

も
そ
の
つ
も
り
で
、
耐
震
強
化

岸
壁
の
整
備
を
着
実
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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株式会社 三貴商事 

代表取締役社長 

      

西内 三悟  氏 

にしうち  さんご 

 

〈
西
内
氏
の
コ
メ
ン
ト
〉 

 

林
田
局
長
（
右
）
と
記
念
撮
影
す
る

西
内
氏
（
左
） 

高
松
港
海
岸
の
浜
ノ
町
工
区

で
施
工
し
て
い
た
工
事
が
、
平

成
二
三
年
九
月
十
五
日
の
工
期

末
を
も
っ
て
完
了
し
ま
し
た
。 

 
 

高
松
港
海
岸
の
整
備
は
、
波

浪
や
高
潮
、
大
規
模
地
震
に
対

す
る
防
護
機
能
強
化
を
目
的

に
、
サ
ン
ポ
ー
ト
工
区
と
浜
ノ

町
工
区
を
国
が
整
備
し
て
き
ま

し
た
。
サ
ン
ポ
ー
ト
工
区
は
平

成
十
三
年
度
～
平
成
二
十
年
度

ま
で
施
工
を
し
て
開
放
し
、
平

成
二
十
年
三
月
か
ら
浜
ノ
町
工

区
で
工
事
を
開
始
し
て
い
ま
し

た
。 

 

浜
ノ
町
工
区
は
背
後
に
は
住

宅
地
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と

や
、
護
岸
か
ら
民
家
ま
で
四
ｍ

程
し
か
な
い
場
所
で
の
施
工

で
、
地
元
自
治
会
の
方
々
の
ご

意
見
を
頂
き
な
が
ら
標
準
的
な

断
面
を
決
定
し
ま
し
た
。
決
定

さ
れ
た
断
面
は
防
護
強
化
と
し

て
波
浪
に
対
し
て
消
波
ブ
ロ
ッ

ク
の
積
み
増
し
と
上
部
工
（
パ

ラ
ペ
ッ
ト
）
の
沖
出
し
、
高
潮

に
対
し
て
護
岸
の
か
さ
上
げ
、

地
震
に
対
し
て
液
状
化
対
策
が

な
さ
れ
、
景
観
、
利
用
面
か
ら

海
が
見
ら
れ
る
様
に
護
岸
に
階

段
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

工
事
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
工
事
車
両
の
通
行
や
騒
音
、

振
動
、
通
行
止
め
な
ど
に
対
し

ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
で
無
事
工
事
を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

な
さ
れ
、
景
観
、
利
用
面
か
ら

海
が
見
ら
れ
る
様
に
護
岸
に
階

段
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

工
事
実
施
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
工
事
車
両
の
通
行
や
騒
音
、

振
動
、
通
行
止
め
な
ど
に
対
し

ま
し
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
で
無
事
工
事
を
完

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 
(

沿
岸
防
災 

岩
本) 

 

平
成
二
三
年
八
月
四
日
、

国
土
交
通
省
港
湾
局
長
室
に

於
い
て
、「
国
土
交
通
省
港
湾

局
長
表
彰
状
授
与
式
」
が
執

り
行
わ
れ
、
県
内
か
ら
は
平

成
二
三
年
度
『
み
な
と
ま
ち

づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
』
に
認

定
さ
れ
た
西
内
三
悟
氏
（
前

ま
ち
づ
く
り
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
協
議
会
会
長
）
が
林
田

港
湾
局
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。 

み
な
と
ま
ち
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
と
は
、（
社
）
ウ
ォ
ー

タ
ー
フ
ロ
ン
ト
開
発
協
会
の

主
催
、
国
土
交
通
省
の
後
援

に
よ
り
、
み
な
と
ま
ち
づ
く

り
を
通
じ
て
賑
わ
い
の
創
出

や
地
域
の
活
性
化
な
ど
の
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
た
方
の

中
か
ら
、
他
の
模
範
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
方
を
毎
年
認
定

し
て 

し
て
お
り
、
香
川
県
内
で
は
初

め
て
の
認
定
と
な
り
ま
し
た
。 

宇
多
津
町
は
昔
、
塩
の
町
と

し
て
栄
え
、
近
年
は
新
宇
多
津

都
市
の
開
発
な
ど
、
新
し
い
も

の
を
取
り
入
れ
な
が
ら
新
旧
が

混
在
す
る
町
と
し
て
大
き
な
変

化
を
遂
げ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
な
か
、
み
な
と

オ
ア
シ
ス
の
運
営
団
体
と
し
て

オ
ア
シ
ス
の
エ
リ
ア
を
中
心
に

賑
わ
い
の
創
出
が
あ
る
ま
ち
づ

く
り
や
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。 

今
後
も
、
魅
力
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
次
世
代
に
受
け
継
が

れ
る
よ
う
ま
い
進
い
た
し
ま

す
。 

 
 

(

企
画
調
整
課 

山
﨑)

 

    

▲高松港海岸全景 

う～みん 

整備後 整備前 浜ノ町工区 



                               

                    

 

               

 

                       

 

平
成
二
三
年
十
月
十
五
日
、

高
松
空
港
に
お
い
て
「
空
の

日
」
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

多
数
の
地
域
の
皆
様
に
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。 

当
事
務
所
は
、
空
港
の
構

造
・
断
面
模
型
や
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
山
岳
丘
陵
地
帯
へ
の
建

設
方
法
等
を
紹
介
し
ま
し
た
。 

 
 
 

ま
た
、
各
会
場
で
は
空
港
探

検
隊
や
航
空
パ
イ
ロ
ッ
ト
教

室
を
は
じ
め
、
お
子
様
が
パ
イ

ロ
ッ
ト
、
キ
ャ
ビ
ン
ア
テ
ン
ダ

ン
ト
・
自
衛
隊
員
の
制
服
を
試

着
で
き
る
「
キ
ッ
ズ
制
服
撮
影

会
」
等
、
様
々
な
催
し
物
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
高
松
空
港
を

は
じ
め
と
し
た
「
空
の
日
」
を

多
く
の
方
々
に
興
味
を
持
っ

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

(

企
画
調
整
課 

中
川)
 

▲空港の構造・断面模型に興味津々 

七
月
二
日
、
中
国
の
格
安
航

空
会
社
「
春
秋
航
空
」
（
上
海

市
）
の
臨
時
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が

中
国
人
観
光
客
ら
一
八
〇
人

（
満
席
）を
乗
せ
高
松
空
港
に

到
着
し
ま
し
た
。 

 

東
日
本
大
震
災
で
延
期
さ

れ
て
い
た
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー

便
が
七
月
十
五
日
に
就
航
す

る
の
に
先
立
ち
、
上
海
で
は
知

名
度
が
低
い
香
川
を
Ｐ
Ｒ
す

る
の
が
狙
い
で
、
県
と
春
秋
航

空
な
ど
が
共
同
で
企
画
し
た

も
の
で
す
。 

 

高
松
空
港 

国
際
線 

一
階

到
着
ロ
ビ
ー
で
歓
迎
式
典
が

行
わ
れ
、丸
亀
市
特
産
の
う
ち

わ
な
ど
の
記
念
品
が
乗
客
全

員
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

 

ま
た
、高
松
―
上
海
間
の
定

期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
開
設
時
に

十
八
席
／
便
限
定
で
、
三
千
円

で
航
空
券
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。 

【
就
航
経
緯
】 

 

二
〇
一
〇
年
十
月
十
八
日

の
定
例
記
者
会
見
で
浜
田
恵

造
香
川
県
知
事
は
、県
が
同
年

三
月
に
中
国
と
台
湾
の
三
航

空
会
社
に
対
し
て
高
松
空
港

へ
の
定
期
路
線
開
設
を
要
望

し
た
と
こ
ろ
、中
国
の
格
安
航

王
正
華
が
上
海 

- 

高
松
線
開

設
に
つ
い
て
前
向
き
な
姿
勢

を
示
し
、
そ
の
後
、20

1
1

年3

月2
7

日
よ
り
チ
ャ
ー
タ
ー
便

を
就
航
さ
せ
る
こ
と
が
発
表

さ
れ
た
。 

 

が
、
直
前
の3

月1
9

日
、

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、中
国

国
内
で
旅
行
業
者
に
対
し
団

体
客
の
日
本
ツ
ア
ー
取
り
や

め
を
求
め
る
通
知
が
出
た
影

響
に
よ
り
、
就
航
の
延
期
が
発

表
さ
れ
た
。 

 
5

月

2
5

日
に
香
川
県
と
春

秋
航
空
は
、7

月

1
5

日
よ
り

週

2

往
復
体
制
で
運
航
を
開

始
す
る
と
発
表
し
、6

月2

日

と

5

日
の
プ
レ
チ
ャ
ー
タ
ー

便
が
運
航
を
経
て
、7

月

1
5

日
に
正
式
に
就
航
。 

 

中国・上海市に本社を置く中国初の民営格安航空会社。 

沿革 

2004.5.26 : 「春秋航空」発足。 

2010.7.28 : 初の国際線、上海－茨城間にチャ－タ－便就航（定期便、週 3 便 水・金・日） 

2011.7.15 : 高松－上海間にチャーター便就航（定期便、週 2 便 火・金） 

2011.10.2 : 高松－上海便運行ダイヤ変更（定期便、週 2 便 木・日） 

春秋航空（しゅんじゅうこうくう） 

空
会
社
「
春
秋
航
空
」
の
王

正
華
社
長
が
高
松
―
上
海
線

開
設
に
つ
い
て
前
向
き
な
姿

勢
を
示
し
、
そ
の
後
、
二
〇

一
一
年
三
月
二
七
日
よ
り
チ

ャ
ー
タ
ー
便
の
就
航
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
直

前
の
三
月
十
九
日
、
東
日
本

大
震
災
を
受
け
、
中
国
国
内

で
旅
行
業
者
に
対
し
団
体
客

の
日
本
ツ
ア
ー
取
り
や
め
を

求
め
る
通
知
が
出
た
影
響
に

よ
り
、
就
航
の
延
期
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。 

 

五
月
二
五
日
に
香
川
県
と

春
秋
航
空
は
、
七
月
十
五
日

よ
り
週
二
往
復
体
制
で
運
航

を
開
始
す
る
と
発
表
し
、
六

月
二
日
と
五
日
の
プ
レ
チ
ャ

ー
タ
ー
便
運
航
を
経
て
、
七

月
十
五
日
よ
り
正
式
に
就
航

し
て
い
ま
す
。 

(

企
画
調
整
課 

中
川)  

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
会
場
の
様
子 

▲高松空港に到着した春秋航空機 

※最新の運行ダイヤについては下記にお問合せ下さい。 

お問合せ先（春秋航空）:℡080-5438-8787 http://www.china-sss.com/jp 
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当
事
務
所
が
高
松
港
で
実
施
し
て
い
る

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
事
業
の
紹
介
や

環
境
保
護
に
向
け
た
取
組
み
を
紹
介
す
る

パ
ネ
ル
展
を
九
月
二
三
日
（
金
）
か
ら
十

月
二
日
（
日
）
ま
で
の
十
日
間
、
女
木
港

「
お
に
の
館
」
館
内
に
て
開
催
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
来
場
者
の
方
々
に
瀬
戸
内
海
に

お
け
る
環
境
修
復
や
、
近
い
将
来
発
生
が

予
想
さ
れ
る
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の

大
規
模
災
害
に
向
け
た
取
組
み
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
の

場
と
し
て
、
パ
ネ
ル
展
と
併
せ
来
場
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

開
催
期
間
中
二
三
六
名
の
方
に
ア
ン
ケ

ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
約
九
割
の
方

が
展
示
内
容
に
つ
い
て
有
意
義
で
あ
る
と

ご
回
答
さ
れ
、
ま
た
、
多
く
の
方
が
地
震

対
策
に
興
味
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

 
(

企
画
調
整
課 

山
﨑) 

                                  

  

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
学
ん
だ
こ
と 

香
川
高
等
専
門
学
校 

建
設
環
境
工
学
科 

 

四
年 

村
上 

尚
哉 

公
務
員
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て
実
際
に
体

験
す
る
こ
と
は
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
一
番

必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
学
校
の
授
業
で
は
全

く
体
験
し
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ
た
の
で
、

と
て
も
興
味
を
持
ち
実
習
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
将
来
の
進
路

に
今
回
の
実
習
で
得
た
経
験
を
十
分
に
役

立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 実
習
を
終
え
て 

広
島
大
学
工
学
部
第
四
類
（
建
設
・
環
境
系
） 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
年 

小
西 

真
実 

実
習
で
は
、
高
松
港
・
坂
出
港
の
工
事
現

場
や
備
讃
瀬
戸
航
路
な
ど
多
く
の
現
場
を

見
学
す
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。 

私
も
将
来
こ
の
よ
う
な
職
場
で
働
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

大
学
で
の
勉
強
や
将
来
の
自
分
の
仕
事
に

活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

     

職
場
実
習
を
終
え
て 

 

瀬
戸
大
橋
塔
頂
に
て 

(

小
西
さ
ん
・
左) 

成
果
発
表
会 

（
村
上
さ
ん
） 

女

木

島

パ

ネ

ル

展 

ニューフェイス紹介 

▲会場に訪れたＲＮＣ放送野口アナ 

パ
ネ
ル
展
の
様
子 

▲本アンケート結果については、事務所ホームページにて公開しています。 

 

沿岸防災調査官 藤井秀和 
工務課非常勤 塩谷亜成 

 
短い間ですが一生懸命
頑張りたいです。 

 

四国地整での勤務は初めてで、

地理も含めてわからないことが

多いですが、楽しくやっていこ

うと思います。 

 

 
 

 


